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― CiRA研究者の想い
基礎研究の仕事は未来に旗を立てること 
― CiRAから羽ばたいた人たち
iPS細胞とゲノム編集技術で遺伝疾患の治療法を探索する 
― 倫理の窓から
死後数時間のからだをめぐる科学と倫理

がんの標準治療となる
免疫再生療法をつくる

｜ 特集 ｜ 

京都大学iPS 細胞研究所（CiRA）
Center for iPS Cell Research and Application, Kyoto University

2022年3月17日（木）、公益社団法人東京都港区麻布赤
坂歯科医師会と共催で一般の方を対象としたシンポジウ
ム「再生医学が未来を拓く ～歯の細胞とiPS細胞の可能
性～」を開催しました。日本歯科大学の中原貴教授、
CiRA濵﨑洋子教授、山中伸弥教授が登壇しました。約
270名の方が会場に足を運んで下さいました。

東京都港区で一般の方対象のシンポジウムを
開催しました

2022年5月28日（土）にオンラインCiRAツアーを開催し
YouTubeで配信しました。CiRAに関する最新の情報を
お伝えしたのち、今年リニューアルしたCiRAのエントランス
ホールを紹介しました。壁面に新たに設置された寄付者
銘板、CiRAの活動情報を調べられるタッチパネル、研究
を紹介する展示コーナーを紹介しました。当日はライブ
配信・オンデマンド配信合わせて122名の方にご視聴
いただきました。

オンラインCiRAツアーを開催しました

CiRA井上治久教授らは、筋萎縮性側索硬化症（ALS）患
者さんを対象としたボスチニブ第2相医師主導治験を計
画してきました。そしてこの度、CiRA、北里大学病院、京都
大学医学部附属病院、東邦大学医療センター大森病院、
徳島大学病院、鳥取大学医学部附属病院、奈良県立医科
大学附属病院、広島大学病院の実施体制にて、第2相医師
主導治験を開始しました。

筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者さんを
対象とした第2相治験開始について

CiRA豊田太郎講師らの研究グループは、小さな窪みのあ
るバッグを用いて、iPS細胞から膵臓細胞の塊を、均一な
大きさで大量に作る方法を開発しました。無菌的な環境
を保てること、操作が簡便であることなどから、再生医療
用の細胞製造や基礎研究で役立つことが期待されます。

均一な膵島様細胞凝集塊の大規模生産のための
マイクロウェルバッグ培養

CiRAの岩崎未央講師と高橋和利准教授らの研究グルー
プは、ヒトiPS/ES細胞に、メッセンジャーRNAとタンパク
質の量が相関しない遺伝子種類が多いこと、それらの
遺伝子がヒトiPS/ES細胞の生存に必須であることを明ら
かにしました。未だ謎が多いタンパク質量の制御機構の
解明に向けた一歩となる成果です。

ヒトiPS細胞やES細胞の生存に必要な
遺伝子の発見

CiRAに新たに5人の主任研究者が着任しました。小田裕
香子准教授（増殖分化機構研究部門）、下林俊典准教授

（未来生命科学開拓部門）、河口理紗講師（未来生命科学
開拓部門）が5月1日付で就任しました。高橋和利前特定
拠点准教授（未来生命科学開拓部門）が同部門の准教授
に、岩崎未央特定助教（未来生命科学開拓部門）が講師に
昇任しました。

新しい主任研究者が就任しました

中原教授 濵﨑教授 山中教授

小田准教授 下林准教授 河口講師 高橋准教授 岩崎講師

iPS/ES細胞では��種類の遺伝子のタンパク量が多く制御されており、
皮膚由来の分化細胞（HDF）ではその量が少なく制御されている 。
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従来の取り組み

患者さんの死亡確認

ご家族によるIC

病理解剖

臓器・組織の
保存

臓器・組織の
研究利用
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数時間または数日後

ASHBi融合プロジェクト

倫理指針

機関内プラットフォーム
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Report on
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Guideline  

京大病院

ASHBi 総合解剖
センター

患者さんやご家族の
方からのIC

臓器・組織の
早期研究利用

数時間以内

患者さんの死亡確認

迅速病理
解剖 葬儀

����年度 iPS細胞研究基金収支報告
　2021年度は、多くの方々から約3万件の温かいご支援を頂戴しました。これに加え、ポイント寄付等による
ご支援を5万2千件以上、自動引き落としでの継続的なご支援、ご遺贈（遺言書によるご寄付）およびご遺族から
の相続財産のご寄付も頂戴しております。また、数多くの寄付者の方に当基金の周知広報にもご協力いただき、
ご支援の輪を拡げていただきました。お陰様で2021年度に皆様から賜りましたご寄付の総額は、過去最高と
なる約53億円となりました。心から感謝申し上げます。
　皆様からのご寄付は各研究室の研究費や研究支援経費に活用させていただき、2021年度も多くの研究成果を
あげることができました。主な成果としては、iPS細胞から胎盤の元となる細胞を作製することやiPS細胞から
新生児レベルまで成熟した心筋細胞を作製することに成功しました。また、iPS細胞から作製した腱の細胞を
ラットに移植し機能回復を確認しました。更に、新型コロナウイルスの感染のしくみの一部を解明しました。
これらの知見が新たな治療法や薬の開発に貢献することが期待されます。
　iPS細胞を用いた臨床試験としては、CiRA の研究成果を活用し、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症

（ALS）、家族性アルツハイマー病、卵巣がん、血小板減少症などで実施されています。
　このほか、若手研究者の育成、新しい研究室を立ち上げる際のスタートアップ支援、研究所の国際化推進、
知的財産の確保・維持等にも寄付金を活用させていただいております。
　国からの研究費の多くが期限付きで不安定な中、iPS細胞の実用化に向けて研究を推進し続けられるよう、
皆様からのご支援は長期にわたり大切に使わせていただきます。
　今後も、革新的な基礎研究をさらに進めていく環境を整え、患者さんや周りで支えておられる方々に、1日も
早く再生医療研究や創薬研究の成果をお届けできるように、iPS細胞技術の臨床への応用を目指し、教職員
一同、力を合わせ研究活動に全力を尽くします。皆様の温かいご支援に、重ねて心から御礼を申し上げます。

（＊） CiRA上廣倫理研究部門で受け入れている研究員
※� ブレインバンク：研究への提供を前提として、亡くなった方のご遺族の同意を得て病理解剖を行い神経系組織を系統的に保存する機関
※�： J. E. Hooper, A. K. Williamson (eds.), Autopsy in the ��st Century, Springer,https://doi.org/��.����/���-�-���-�����-�_��
※�：ASHBiにおける若手研究者中心の融合研究プロジェクト

死後数時間のからだを
めぐる科学と倫理

京都大学高等研究院
ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）   特定研究員

おくい  ごう （＊）文・奥井  剛

　近年、遺伝子解析技術の発展など
により、生物学および医学研究にお
ける死後早期の組織サンプル（以下、
早期死後組織）の重要性が高まって
います。研究に必要とされる良質な
データを得るためには、RNAやDNA
の構造が分解される前に解析を行
わなければなりません。そのため、
死後数時間以内に病理解剖（剖検）
を行い、採取された組織を解析に
かける必要があります。
　米国では、臓器移植に不適合と
なった臓器や手術で摘出された組織
に加え、剖検から得られた臓器や組
織も、規制や指針によって明確に定
められた手順に従って研究に利用
されてきました。早期死後組織の研
究利用には明確な規制はありません
が、1980年代からブレインバンク（※1）

によって始められ、関連規制に基づき
諸研究機関が独自に作成したガイド
ラインに従って研究利用が進められ
ています。2000年代から特にがん
医療センターなどを中心に広がりを
見せており、本号の特集である免疫
療法などを含む重要な医学研究に
貢献しています（※2）。
　日本では規制的・倫理的背景か
ら、研究目的での死後の臓器や組織
へのアクセスは限られてきました。

日本の臓器移植法では、臓器移植の
残余臓器と組織は焼却されなければ
ならないと定められています。また、
剖検はおもに系統解剖、法医解剖、
病理解剖に分類されますが、このうち
人々の篤志によって献体が行われる
系統解剖は、主に医学教育を目的と
したものに限られています。したがっ
て死後組織については、法医解剖
および病理解剖のために摘出された
組織の一部のみが研究に利用されて
いるにとどまります。
　とりわけ遺伝子解析を伴うような
先端的な研究に関しては、自分の体
を死後に利用してほしいと願う方が
いたとしても、倫理的な問題や国内
規制上の位置づけがいまだに明確

でないため、実際にそれを行うのは
難しい状況にあります。医療機関が
必ずしも組織採取に要する時間的な
制約に対応していないため、運用上
の困難も伴います。
　こうした現状を踏まえ、われわれ
のプロジェクト（※3）（下図）では、機関
内 のガイドライン作 成 、プラット
フォーム構築を視野に入れつつ、まず
は死後組織の研究利用に関する規
制上の位置づけや哲学的、倫理的な
問題点を整理し、明確にする必要が
あると考えています。倫理学や科学
の知見を寄せ合い、市民の皆さんと
ともに議論していくことで、ゆくゆく
は責任のある制度の構築につながる
ことを願っています。
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用途 支出金額（円）

（うち、寄付額に応じて大学運営に
  係る共通的な経費へ充当する額※）

※受け入れた寄付金額に応じて、京都大学全体の運営に係る
　経費へ充当され、iPS細胞研究基金を含む京都大学基金の維
　持・管理、CiRAを含む全学の環境整備等に使われます。 

「Yahoo！ネット募金」
ご寄付の方法

寄付ページにてお手続きができます。
※領収書は発行されません。

ヤフー iPS基金 検索

振込用紙お取り寄せ
専用フリーダイヤル
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SUPPORT 基金事務局だより
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倫理の窓からETHICS


